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米国の知的障害者対策「脱施設化」の光と影
その � 　脱施設化のこれまで，そして調査報道に見る

武田則昭�� 　八巻 　純�� 　末光 　茂��

要 　　　約

米国の知的障害者の脱施設化への歴史的展開と現状およびコネティカット州の関連状況の概説に併
せて上記調査報道の内容紹介を行い，わが国の脱施設化，グループホームへの警鐘点について検討し，

以下の結果を得た．
米国は多民族，極端な個人主義，功利主義がみられ，連邦制をとり地方分権が進んでいる．そのた

め国全体で社会的システム，コミュニティ維持，健全化，正常運営を計るには現状の日本に比べても
財政，制度，人づくり，問題点の解明，明示，仮説の提示など，多くの努力を要する国である．その
ような米国が脱施設化，ノーマリゼーションの具現化に向けて，数々の苦闘を通じて知的障害者問題
の�
��，�
�を問い，���を切り開いてきた歴史，現状や様相はわが国の知的障害者問題に大き
な解決点を与えるものといえた．中でも，今回取り上げた，コネティカット州の脱施設化の状況やグ
ループホームでの不審死に関する調査報道は，わが国の知的障害者の脱施設化を進める上で一つの警
鐘になるものと考えられた．

は じ め に

わが国知的障害者対策は，多くの課題を抱えなが
らもノーマリゼーションの理念の下，知的障害者，
その家族，関係者の努力や国民の理解により欧米諸
外国に追いつけ追い越せの勢いで，その姿を大きく
変えようとしている����．とりわけ，在宅福祉施策
については戦後進められてきた知的障害児，障害者

を中心とした法制度の充実に加えて，平成	�年の在
宅福祉施策，平成元年にはグループホーム，平成 �

年に知的障害者居宅生活支援事業の法改正，平成��

年に知的障害者デイサービス事業，知的障害者相談
支援事業の法制化など充実が図られている����．さ
らに，超高齢社会を目前にして，知的障害者の高齢
化も切実な問題になっており，グループホームの設
置などが積極的に考えられている����．
一方米国は，��世紀半ばから施設中心の知的障害

者サービスから地域サービス中心に方向転換を図
り，州ごとにその進展状況は異なるものの，積極的
に脱施設化が進められている．米国の脱施設化の動
きは，日本でも注目され紹介されている��．
しかし，近年，����年のカリフォルニア州におけ

る脱施設化による施設と地域生活での死亡率の比較
研究結果，����年のワシントンポストがピューリッ
ツァー賞に輝き一躍注目されてたワシントン特別区
の知的障害者のグループホームの惨状や死亡実態��

など，米国においては脱施設化をめぐり，各種の論
議が繰り広げられている．

そのような中で，コネティカット州はジム・マ
ンセルらの「脱施設化と地域生活 　英国・北欧・米
国における比較研究」���� においてエドガートン
（������������）が「脱施設化後の地域生活が知的
障害者の生活にどのように影響を与えているか」に
ついて長期に渉って実証的な評価を実施している州
として紹介しており，その充実ぶりは，わが国にお
いても関係者の多くが注目している．しかしながら，
この州においてすら，地元新聞のハートフォード・

クーラント（�
� ���� ��� !�"����）紙の調査報道
（����年��月）で不審と思われる「知的障害者のグ
ループホームにおけるここ��年の
#人の死」が最近
の話題として注目される	����．
本稿では，米国の知的障害者の脱施設化への歴史

的展開と現状およびコネティカット州の関連状況の
概説に併せて上記調査報道の内容紹介を行い，わが
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国の脱施設化，グループホームへの警鐘点について
考察する．

米国の脱施設化に向けての歴史的概観

米国における公的な知的障害者サービスは，��	�

年マサチューセッツ州での知的障害児を対象とした
「学校」という名称の州立入所施設の開設によって
始まる．本施設はヨーロッパの個別教育モデルを採
用し，個々の児童に合った教育，社会復帰を目的と
し，以後，全米で多数開設された ���
����．
保護の時代（����～����）では「社会参加の難し

い知的障害者は入所施設内で守るべきだ」とする保
護中心に変貌する．地域住民の知的障害者に対する
偏見，地域での援助サービスの不足，雇用機会の欠

如などによって，知的障害者の社会復帰は減少し，
施設に滞留する者が増加している．サービスは ��知
的障害者自身を社会から守るための分離，��多数の
施設入所者を可能にする大規模化，
�入所者の無償
労働奉仕を利用した低コストの施設運営の三大特徴
で示される���
����．
社会防衛の時代（����～����）では，社会から守

られるべき存在と考えられた知的障害者は一転して
「社会への脅威」の存在となる．「知的障害は劣性因

子を遺伝させる治癒不能の病気である」とする優生
保護の考え方が台頭し，知的障害者と犯罪，不道徳
な性行為，貧困とを関連付けた論文が多く発表され
る．また，知能検査の普及で，通常の生活をしてい
た児童の多くが知的障害者とされる．このような中，
知的障害児者は州立入所施設に積極的に隔離され，
医師を中心とする医療組織から施設内の「棟」（し
ばしば「病院」と呼ばれた）に住む「患者」とみな
される．居住棟は施錠され，窓には鉄格子という閉
鎖病棟化し，長期入所者は自発性の欠如，過剰な夢

想・幻想，新環境への恐怖感，職員への過剰依存な
ど，施設環境への過剰適合が見られる���
����．
二つの世界大戦を含む移行の時代（��
�～����：

隔離政策の積極派と懐疑派の混在）では，州立入所
者は約��万人に達し，ネバダ州を除く各州で大規模
施設が運営される．ニューヨーク州ややイリノイ州
では入所者数が 	千人から �千人の大規模施設がみ
られる．一方では，社会防衛の思想や隔離型のサー
ビスに対して，適切な援助下では ��知的障害者も地

域社会で生活可能，��知的障害者と犯罪との関連性
への疑問， 
�里親制度，養子縁組制度などによる家
庭的環境の提供や早期の訓練は療育効果有りとする
論文が多く発表される．����年代には入所施設から
の仮退所制度も軽度知的障害者で開始され，家族，
雇用主，そのほか善意の援助者の支援下で地域生活

可能となっている���
����．
脱施設化の時代（����～現在）は，デンマークの

バンクミケルセンが提唱したノーマリゼーションの
理念に端を発するが，米国のウルフェンスベルガー

の「ノーマリゼーションは普遍的な原理であるが，
実践においては同時にそれぞれの国の文化，伝統，
歴史などの風土と深く関わったものであるべきだ」
などの考え方で大きく進展する��．つまり，入所・
隔離型のサービスから知的障害者個々のニードに
あったサービスを地域社会で提供する脱施設化の時
代に���度の方向転換をする．��#�年には約��万人
の知的障害者が全米の�#�カ所の大規模州立入所施
設を利用していたが，翌��#�年以降，利用者数は毎

年 
 $から # $ずつ減少を続け，����年には 	分の
�の �万人まで減少する．代わって，小規模な地域
型居住施設（グループ・ホーム，中間施設など）の数
は��#�年の

#カ所から���#年には��%#
�カ所へと
飛躍的に増加し，利用者数も��#�年の �千人以下か
ら，���#年には����万人へと急増する．サービスの
形や理念は医師を中心とした「知的障害は症状の軽
減が出来ない」とする医療モデルから，教育，ソー
シャルワーク，心理学等の専門家の協力により「知

的障害があっても適切な訓練・教育の機会が提供さ
れればその人の能力は伸長する」とする発達モデル
へと変貌する���
����．

統計データに見る米国の脱施設化の現状

米国全州の知的障害者に対する施策（財政，プロ
グラムなど）の現状についての分析は，ブラドック
らによって����年に開始され，膨大な資料の分析の
下，���#年，����年，����年，����年，����年にそ
れぞれ報告され，現在も進行中である���
����．
それらの中から，近年の全米状況として���
年と

����年について「個別サービスの居住形態別の分布」
をみると，
#�%		�人から	�#%���人と��$増で脱施
設化が進み，地域生活に転換している．なお，#人
以下の居住形態をとっている割合は�	�%���人から
�
�%��#人へと#�$増になっている．一方，州立と民
営の入所施設は�
%�
�人と	
%	��人から��%���人と

#%���人とそれぞれ�#$，��$減になっている（表
�）．その地域移住形態の内訳では �～ #人規模の支
援型住居（&"''����� ()*)��）とグループホームは


�%�	�人，#�%�
�人から��%���人，��%�
�人へとそ
れぞれ�	�$，
�$，�～��人規模の知的障害者の中
間施設（+����,��)��� !��� -�./)�)�)�.01����� ��2

������)��）とグループホームは��%�#	人，��%���人
から�	%��
人，��%���人へとそれぞれ��$減，	 $増
している���
����（表 �）．
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いずれにせよ，脱施設化は着実に進行しており，
支援型住居，グループホーム，中間施設が増加し，そ
れらの規模も少人数型に変化していることがわかる．
米国全体でのここ
�年（����年以前～����年代）

での施設閉鎖は����年以前 �施設，����年代 �施
設，����年代	�施設，����年代##施設と推移し，積
算合計では
#州で���施設の閉鎖となっている���
�

（表 
）．しかし，����年現在，一般の人口��万人
あたりの施設数は，ワシントン 3!，ニューハンプ
シャー州，ロードアイランド州，バーモント州の �施
設からアーカンサス州の	�施設，ニュージャージー
州の��施設，ミシシッピー州の��施設と州によって
まちまちである．米国が連邦制をとり，基本的に州

ごとの地方分権制であることが，脱施設化について
も大きく影響していることがその数から窺える．
知的障害者に対する財政的な支出については，一

般住民の����ドルの収入に対して，施設サービス，
地域サービス，それらの合計でそれぞれ����年に
��#�ドル，����ドル，���#ドル，���
年に��
�ドル，
���#ドル，
�		ドル，����年に���
ドル，��##ドル，


�#�ドルと財政支出が施設サービスで減少し，地域
サービスで増加し，全体では増加していることが分
かる���
����（表 	）．
以上のように，米国の脱施設化は州によって大き

く異なるものの，全体としては推進されており，財
政的な裏づけも脱施設化に向けて，充実が図られて
いる状況にある．

コネティカット州の脱施設化の状況

コネティカット州は，脱施設化による影響を，現

場観測指標（&�4）などを使用して，暮らし向きの
変化など（行動改善度，統合度，生産性，所得，個

表 � 居住サービスの形態別の分布（����年，����年）

表 � 地域での居住サービス（����年，����年）

表 � 個人対応型の居住サービスの普及状況（����年）
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人の生活プラン，健康度，健康管理，投薬，発達促
進プログラムサービスの質や量，サービス受益者の
満足度，家族や親戚の満足度，物理的環境，個別的
な独自の活動，スタッフの態度，プログラム実施軽

費など）について大規模な評価・研究を行っている．

その結果として，全体的な質，生活環境は全体には
良いが，医療・看護，余暇訓練，余暇セラピー，技
能的な面は悪くなったことや，住まいの質（プライ
バシーの適正さ，住まいへの満足，住まいへの快適

さ，良い食事，良い医療，職員の移動，職員への信

図 � 米国における知的障害者収容施設の閉鎖 　�年次推移�
　

表 � 知的障害者に対する地域サービス，施設サービスの財政支出状況 　�年次別�

図 � 個人所得千ドル当たりの地域サービス，施設サービスの財政支出額 　�年次推移�
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頼，デイサービスへの満足度・楽しさ）の向上など
が報告され �����，注目される．
一方，コネティカット州を，脱施設化の終了して

いるワシントン 3!，ニューハンプシャー，ロード

アイランド，バーモント，脱施設化の進まないアー
カンサス，ニュージャージー，ミシシッピー，脱施
設化対策で注目されるニューヨークの �州，それに
全米の平均値を加えた �つのデータに関して知的障
害者のサービス面での指標について比較すると以下
のようになる．

����年の個人サービス型の居住サービスの普及割

合では，� � #人タイプ��$，� ���人タイプ � $，
�#人以上タイプ�
$，人口��万人当たりの設置数は
��#（表 �）で，��州とワシントン 3!の特別区を併
せた全米（以後，全米と略）のランクでは��位となっ

ている．グループホームのサービスは全米の中でも
比較的少数化が進んでいることが分かる���
����．

����年の知的障害者に対する財政支出額は地域
サービス，施設サービス，合計のそれぞれが	��	ド
ル，����ドル，���
ドルで，米国の平均値��##ドル，
���
ドル，
�#�ドルに比較して，いずれも上回って
いる状況（表 #）で，全米のランクでもそれぞれ �

表 � 調査報道にみる知的障害者グループホームの現状と問題点 　�コネティカット州�

表 	 �	例の不審死の紹介 　�コネティカット州�
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位，�位，�位である���
����．この指標だけで知的
障害者個人の経済的状況を示すとはいえないが，財
政的に見ると全米の中でも比較的経済的に恵まれて
いることが推測される．

以上の結果だけを見ると，コネティカット州の知
的障害者は米国全体の中では恵まれた環境にあるこ
とが推測出来る．また，グループホームについても
全米の中では比較的恵まれた状況にあることが推測
される．
しかしながら，このように比較的恵まれているコネ
ティカット州において，グループホームでのここ��

年間における
#人の不審死が話題になっている．こ
れは，コネティカット州のハートフォード・クーラン

ト（�
� ���� ��� !�"����）紙で“&'�/)�� ��'���

　-���� �����.% &�/��� 3���
. 5特別報告 　死に至
る過失，隠蔽された死亡）”が報道された	����もの
である．同紙の 3�*� 6�),��)，���
 ��)����，ハー
トフォード・クーラント氏のその他の調査スタッフ
の許可を得てその詳細をここに紹介できることに
なった．その内容は，「コネティカット州における
��	箇所のグループホームでは不審な問題となる死
はないとする公式発表がされているが，クーラント

紙の調査では過去��年間の知的障害者の死亡のう
ち，��人に �人はグループホームの怠慢，職員によ
るミス，不審な環境による証拠を見出している．」に
始まる．その内容は ��知的障害のある娘の死とその
被告，娘の父親のその後の発言，対処， ��グループ
ホームでの知的障害者の死に対する弁護団の行政当
局への調査請求，
�不審な死の事例の説明，	�施設
から地域に子供を迎える親の希望とそれが踏みにじ
られた思い， ��不審死に対する州政府の対応状況，

#�あるグループホームの惨状が紹介され（表 �），ま
とめとして「グループホームでなくなった
#人の不
審死の一覧表（氏名，年齢，死因，死亡日時，場所）」
が掲載されている	����（表 �）．
以上の報道は，表 �では介護体制の不備，グルー

プホームに対する過大な期待，スタッフの知識不
足，死に対する不適切な対応，行政機関の秘密主義，
環境の不整備，グループホームの私立化，グループ
ホーム運営の資金不足，行政システムの不備など，

表 �では未然に防止できる死亡例を示すもので，今
後の米国における脱施設化の指針になるだけでなく，
近年急成長を見せるわが国のグループホーム推進策
に対しても一つの警鐘と示唆を与えるものと考えら
れる．

まとめ

わが国の知的障害者対策は，サービスの質，職員
の資質，施設の設備，社会的資源などにおいて米国

に勝るとも劣らない状況にあると思われる．しか
し，こと脱施設化については完全実施とはいえない
状況で，米国や北欧等先進諸外国に学ぶところが多
いことも事実である．ノーマリゼーションの理念か
らは，施設での知的障害者の生活は，それを実現し
たものではなく，やはり地域で自己決定の下に多く
の選択肢の中から生活形態を選択する自由が保障さ
れるべきであろう．
わが国の社会，文化，経済，慣習等の均質性と平

均的レベルの高さ，恵まれた経済力等を考え合わせ
ると，わが国において脱施設化を進めることは不可
能ではないと思われる．しかし，近年，わが国は社
会，文化，経済，慣習等の米国化，若年層への個人・
物質主義の浸透，核家族化，女性の高就労率，コミュ
ニティの脆弱化などが見られ，将来的に益々その傾
向を強めることが予測されている������．そのよう
な中で脱施設化を図るためには，ノーマリゼーショ
ンの理念に基づいた知育，徳育の充実はもとより，

脱施設化のための特化した社会整備（ハード，ソフ
ト），人材育成は緊急の課題である．
米国は多民族，極端な個人主義，功利主義がみら

れ，連邦制をとり地方分権が進んでいる．そのため
国全体で社会的システム，コミュニティ維持，健全
化，正常運営を計るには現状の日本に比べても財政，
制度，人づくり，問題点の解明，明示，仮説の提示な
ど，多くの努力が必要な国である．そのような米国
がノーマリゼーションの具現化に向けて，数々の苦

闘を通じて知的障害者問題の�
��，�
�を問い，
���を切り開いてきた歴史，現状や様相はわが国の
知的障害者問題に大きな解決点を与えるものと思え
る．中でも，今回取り上げた，コネティカット州の
脱施設化の状況やグループホームでの不審死に関す
る調査報道は，わが国の知的障害者の脱施設化を進
める上で一つの警鐘になるものと考える．

本研究はイリノイ大学シカゴ校応用健康科学部人間発達

障害学科の協力の下に進められており，関係各位のご厚情

に深謝いたします．なお，助成については米国教育省，特

殊教育・リハビリテーションサービス局，国立障害・リハ

ビリテーション研究所の ������＃ ��		
��

���， 平

成�	年度厚生科学研究費補助金（障害保健福祉総合研究事

業：����障害�

�）を受けて行われました．
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